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1. Conformal capacity
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2. 一般的な形状における容量

1. Numerical conformal mapping 2. Finite Element Method

容量の陽な式を得ることは困難

(i) 数値等角写像 [1] (ii) 有限要素法

接合漸近展開を利用し, 
容量を近似する方法を提案する.

Point source

提案法
Ø外部解 Ø内部解

×エッジ付近での計算量増加×パラメータを求めるための非線形最適化1.2 容量の性質

例: アニュラス

1.3 Nontrivial な例: Grötzsch ring

1.1 定義

Ø容量と「湧き出し」の等価性

ガウスの発散定理を用いると

Ø等角不変性 –等角写像を見つけることで容量計算が可能

Conformal map

第一種楕円積分を用いて記述される.
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3. 数値実験結果
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Eにおける湧き出しに相当

内部領域が大きい範囲 (𝑎 > 0.5) でも高精度で近似可能.

4. 応用例: 超撥水表面を持つチャネルの
Diffusion rate の計算

Ø 外部解

Ø 超撥水表面を持つ流体は
ガスの拡散により変形する。

Ø 変形にかかる時間などは明らかに
されていない。

流体へのガスの拡散量を
陽な形で近似可能.

→変形を数値的に評価する
ことが可能.

Matching!
流体へのガスの拡散量

変形

Ø 内部解


